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平 成２５年６月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ６月２７日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 陸上自衛隊駐屯地の誘致について 知 事

五條市への陸上自衛隊駐屯地の誘致を、今後より一層強

力に推進することが必要と考えるが、知事のリーダーシッ

プのもと、具体的にどのような体制で進めるのか。

（２１番） また、県民がその思いを共有することが推進力になると

中野 雅史 考えるが、地元五條市や防衛協会と連携してどのような取

(自由民主党) 組によって誘致活動を盛り上げようとしているのか。

２ 健康長寿の推進について 知 事

「なら健康長寿基本計画」の目標として掲げる県民の健

康寿命日本一に向けて、県はどのように取組を進めていこ

うとしているのか。市町村における取組を推進するための

方策も含め伺いたい。

３ 携帯電話等の有害環境から青少年を守る取組について 知 事

奈良県青少年健全育成条例改正案では、携帯電話等の有

害環境から青少年を守るため、フィルタリングサービスの

普及促進を図るとされているが、具体的にどのように取り

組んでいくのか。

４ 農業大学校の６次産業化研修拠点整備について 知 事

本県農業の振興のためには、生産だけでなく、加工や流

通・販売に一体的に取り組む、いわゆる農業の６次産業化

を進めることが重要だと考えるが、農産物の調理や加工に

取り組む人材の育成・確保を目的とした農業大学校６次産

業化研修拠点施設の整備の内容について伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２１番） ５ （仮称）平端バイパスの整備について 知 事

中野 雅史

(自由民主党) 平端駅周辺の高いポテンシャルを活かすため、（仮称）

平端バイパスを整備することが県土の発展にも大きく貢献

すると考えるが、このような意義のある（仮称）平端バイ

パスについてどのように考えているのか。

６ 奈良県公共交通条例（案）と奈良県地域交通改善協議会の 知 事

今後の展開について

今議会に上程される予定の「奈良県公共交通条例

（案）」に対する知事の見解を伺いたい。また、新たな交

通サービスの導入など移動環境の改善を図る目的で設置さ

れた、奈良県地域交通改善協議会での検討状況はどうか。

１ 子育て支援について 知 事

県内の待機児童の現状はどうか。また、その解消を目指

すべく取り組みを進めている市町村に対して、どのように

支援しているのか。さらに、保育の拡充に伴い必要となる

（ ７番） 保育士の確保策について、県としてどのように取り組んで

藤野 良次 いくのか。

(民主党)

２ 県立病院における地方独立行政法人化について 知 事

（１）県立病院を地方独立行政法人へ移行することによって、

県の政策医療である高度専門医療を引き続き担うことがで

きる体制を確立するとともに、医療環境や経営状況の変化

に即応できる柔軟性のある病院経営を行い、県民のニーズ

に的確に対応した医療を実践していかなければならないと

考えるが、地方独立行政法人化後の県立病院の体制をどの

ように構築し、県民の期待に応える医療をどのように推進

していくのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（ ７番） （２）法人化後の県立病院における医師・看護師確保や病院現

藤野 良次 場において、どのような課題があり、課題解決のためにど

(民主党) のような対応を考えているのか。

３ 社会資本の老朽化対策について 知 事

国・地方の現状を踏まえ、また、将来の老朽化の進行も

見据えて、道路や橋などの新設を抑え、社会資本の統廃合

も精査し、今ある施設を修繕しながら、長持ちをさせ、ま

た、人口減少時代、超高齢社会にあった公共事業のあり方

について、県として、市町村への支援も含めたトータルな

方針を示すとともに、計画的に実施していくべきと考える

がどうか。

４ 企業誘致について 知 事

誘致企業に対する優遇制度を継続させることは必要であ

るが、立地に伴う地元雇用の拡大や地元企業とのつながり

といった地域への貢献を重視するとともに、既存の県内企

業の事業拡張や設備導入などの再投資や、事業環境の整備

などへの支援にも重点を置くべきではないかと考えるがど

うか。

５ 奈良競輪場について 知 事

（１）競輪事業における今後の増収策及びファン開拓や経費節

減、施設整備、サービス向上に関する経営改善策など、今

後の県としての取り組みについて伺いたい。

（２）従事員を一旦清算解雇し、労働条件や雇用条件を大きく

引き下げることにつながりかねないと思われる包括外部委

託については、様々な観点からの配慮が必要であると考え

る。県として、経営責任を果たし従業員を中心とした雇用

責任を最後まで尽くしていただきたいと願うところである

が、包括外部委託の必要性と今後のあり方、並びに県の関

与について伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（ ７番） ６ 教育行政について 教 育 長

藤野 良次

(民主党) 先生方が、仕事と生活を両立できる人間らしい働き方を

実現するためにも、実効ある超過勤務解消策、労働安全衛

生体制・メンタルヘルスなどの確立を早急に進める必要が

あると考えるが、現在の取り組みと今後の取り組みについ

て伺いたい。

１ 奈良県の経済活性化に関する取組について 知 事

（１）「奈良県経済産業雇用振興会議」の概要及び現在までの

議論の状況はどうか。また、この会議における議論を今後

どのように県の施策に反映させようとしているのか。

（２４番）

奥山 博康 （２）本県経済の活性化を促進するには、その礎となる幹線道

(自由民主党 路の整備を早急に進めるべきと考えるが、知事の意見を伺

改革) いたい。

２ 消防の広域化による県民の安全・安心の確保について 知 事

（１）消防の広域化について、本年１２月の新組合の設立及び

総務部門の統合、平成２８年の通信部門の統合、平成３３

年の全体統合に向けて、今後どのように進めていくのか。

（２）市町村消防は、地域に密着して、県民の生命・財産を守

り、県民の安全・安心の確保に努めてきたところである

が、消防の広域化後、県民の安全・安心がどのように向上

すると考えているのか。

（３）県民が安全・安心を確保されたと実感するのは、なんと

言っても救急搬送時間が短縮されることではないかと思

う。消防の広域化によって、救急搬送はどのように改善さ

れるのか。さらに、現場から医療機関への搬送時間の短縮

に向けて、どのように取り組まれていくのか。

３ 陸上自衛隊駐屯地の誘致について 【 要 望 】
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 消防の広域化について 知 事

（１）消防の広域化に併せ消防救急無線のデジタル化を進めて

いると聞くが、取組状況はどうか。また市町村の負担が大

きいと聞くが、それに対して県はどのように支援しようと

（ ８番） しているのか。

太田 敦

(日本共産党) （２）消防の広域化に伴い、新たに設置される広域消防組合議

会の議員定数が市町村数より少ない状況であり、これでは

市町村によるチェック機能が充分に果たせないという懸念

の声があるが、どのように考えているのか。

２ 県内産業の振興について 知 事

（１）県内産業の振興を図るためには、幅広く業界団体等の民

間を巻き込み、トータルブランドとして「奈良ブランド」

を構築することが必要であり、そのためには、県内事業者

が自社ブランド製品を生産・販売できるよう、販路拡大に

対して支援を行うべきと考えるがどうか。

（２）工業技術センターを改組し、創業・経営支援室と統合し

て産業振興総合センターを平成２５年４月に設置したが、

県内企業への技術支援や研究活動ができる基盤の強化をど

のように図ろうとしているのか。

３ 大和川の治水対策について

（１）大和川流域総合治水対策を進めるにあたり、国・県・市 知 事

町村が一体となって、雨水を貯留する対策に取り組むこと

が重要であり、必要な財政措置を国に求めて行くととも

に、県としても市町村に対し積極的な支援を行うべきと考

えるがどうか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（ ８番） （２）大和高田市内を流れる甘田川流域の浸水被害の再発を防 県 土

太田 敦 止するため、現在着手している河川の改修工事の早期完工 マネジメント

(日本共産党) を図るべきと考えるがどうか。 部 長

４ 特別史跡平城宮跡の保存について

（１）県において特別史跡平城宮跡の保存管理計画を策定すべ 知 事

きと考えるがどうか。

（２）文化庁は近畿地方整備局による特別史跡平城宮跡の現状 教 育 長

変更への同意において、実施に当たっては、奈良県教育委

員会の指導を受けることとしているが、どのような指導を

行ってきたのか。

５ 県内中学校への給食導入について 教 育 長

中学校給食の導入について検討を行ってきた市町村に対

し、県はこれまでどのような支援や助言を行ってきたの

か。また、現在どのように取り組んでいるのか伺いたい。


